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症 例 は4冒才男性 ,体 重減 少,発汗 ,下肢 の倦怠 が あ り

整形 外科 をこて ク リノ リルの処 方 を受 け た が,発疹 の 出現

をこよ り中止 Lダ リテ ロソを処 方 され た-症 状 か ら甲状腺

機能 デに進症 昭 邪 ヲ糖尿病 を疑われ 内科Å書院精査 とな る.

低 血糖症状 の 出現 は なか った がや糖 負荷試験で血糖は前

値 52m鑑/胤 と低値より,負荷線糖尿病型を示 し,線イ

ンスリン値異常高値,インスリン結合蛋白の存在が証明

されラ結合蛋闘孟蝮G, 臨タイプ,Sc離洩aTd解析で

結合性の均一な抗体と判明,インスリン自己免疫症候群

Ll･＼t<､};_L二号十㌦上'h:.皇巨沃螺糠能.∴エ土'rLlLITこい flr什T.I

LIl高軒 Tlミ日詰駈▼::'rSIILrl町冊根石亡LT二､抑制 卜∴

131豊-甲状腺摂取率高値の結果より,HT と診断されたK

HTでMM首の治療後に‡ASを合併 した症例は多いが,

はじめから両者の合併しノた例は従来の報告をこぼなく,こ

の症例で薬剤毒√こよる貰ASと関係が深いと言われている
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症例竣嶺才の男性一精神分裂病で3年前から近医で入院

加療軌 62年6月より筋硬直発作あり,9月より排尿障

害のため薬剤服用を中止していたところ穿筋硬直 車輪押

不穏症状が生じ紹介Å院,意想で拒食状願B浮経 骨脱水

教候無し 右上下肢に筋硬直｡不穏状態,腎機能は正常
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血 症 に も 的 軽〉ず 高 値 を 示 し た 甲 Å 院 時 よ り 水 分 及 び 電 解

質 の 補 充 を 開 始 し た や こ れ に 伴 い 鮪 神 不 穏 曲 療 轡 は 消 dk

払 上 よ り 経 lj 摂 取 不 足 に よ る 低 野 鼠 胤 症 を 含 ん だ 極 々

の電解 質 輿常 を起 こ した症 例 と診断 した｡
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衡施行後,多尿は速やかをこ改善.術後の DDAVP負荷
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縮力も裸持されていた.多尿の原鏑として軍口嵐 多飲

はなく多飲症は考えられない,薬剤の影響も考えをこくい,

術後の改善が速やかである,AD銅 鎗泌障害も認められ
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興味深いので報告 した｡
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除,胃濃慶がありき 語れ関前に胆嚢番膿症で胆嚢切除を

受けたかそのため外科入院中をこ意識障害があり高アソを
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わないと浄写臨床症状を示すことなく経過する~妄頂摘転性を

示唆する例である.
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本年度,当院で経験 した2例のグッシンダ病をこついて

報告 し上.
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痛,腹痛であったが夢その貌観,体形,既往歴等より本

疾患を疑い内!,I泌学的桁査を行左一､たこ上が,発見に-)

左が･･-､た.

グッシソダ症候群は乍:言iレチゾ-一-ルの慢性的な分泌過

剰状態をこあるため穫母殿症状を示 し 患者の来院動機も

様々であると思われるが予満月様顔貌,率心性肥満予高

られる症状を幾つか認めた場合には,横腹的匿い内分泌的

検索を行い予審疾患を鑑別することが発見をこつながると
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